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研究成果
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教育・研究目標

学位

視覚表現と相補関係にある言語の重要性・有用性を意識した指導を行う。
入試などを通じて学生は非言語的な表現技術を多く学ぶ一方、それを言語と結びつける能
力を磨く機会を得ていないことが多い。自身の表現を言語化し、その中で非言語的な側面
を再発見する、という思考を促すことで、学生自身の直感や感覚、価値観をより研ぎすま
す助けとなるコミュニケーションを目指す。

昨年度に引き続き、視覚情報を伴う物語（一連の展開（時間/事象）によって意味を生じさ
せる表現）を対象とし、言語で記述できる意味と、視覚的な意味の関係を理解するため、
先行研究調査とともに、鑑賞者として日常で接している作品をスタディーの対象としなが
ら、考察をすすめる。

自分の興味について関係のある学問領域について、広く大まかな調査を進め、領域の選定
を試みた。
対象としての表現についてはもちろん、対象を認識する人間の認知や心理について考察を
行うため、言語哲学（分析哲学）、心理学・精神医学、脳科学（認知科学）領域の関連書
籍を集め、その領域が扱う問題について調査を進めている。
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